2014年度  一般社団法人長岡青年会議所

第3回  理事会
議事録
日　時:平成26年 2月 6日(木)　19:00～21:00
場　所:まちなかキャンパス長岡 301会議室
出席者:出欠表参照
1. 開会宣言



:大石慶太郎専務理事
2. JCI Creed 唱和


:高橋渉理事
3. JCI Mission並びにJCI Vision 唱和
:大谷実理事
4. JC 宣言文朗読並びに綱領唱和

:高野雅之理事
5. 長岡JC宣言唱和


:井口明彦理事
6. 議事録作成人の指名


:総務広報委員会(諸橋賢二君)
7. 定足数及び配布資料の確認

:齋藤伸輔総務広報委員会委員長
定足数:19時04分、理事40名中35名の出席を確認。

定足数を満たし、会議の成立が宣言された。
事前配信資料:ファイル名 14riji-03
8. 理事長挨拶(別紙)


:佐田直人理事長
9. 直前理事長挨拶


:村田靖直前理事長が欠席のため割愛された。
10. 議長選出
定款第37条1項の規定により、佐田直人理事長が議長に選出された。

11. 前回議事録の承認(別紙)

:佐田直人理事長
(1) 第2回理事会議事録の承認に関する件

第2回理事会議事録は、一部修正を前提として、全会一致をもって承認された。
12. 審議事項（別紙）


:佐田直人理事長
【A.特別議事】

(1) 入会願い承認に関する件
田中重良君、三浦真人君

以上2名の入会が、全会一致をもって承認された。
(2) 2013年度決算報告書（案）承認に関する件
西脇直人君、竹内剛君、栗原夕輝君

以上3名の休会が、全会一致をもって承認された。
【B. 一般議事】
(1) まちづくり委員会 3月担当公開例会「SOYがぁ～て枝豆-キックオフ集会-」承認に関する件

青木征一郎委員長より1回目の上程が行われ、全会一致をもって承認されました。
13. 協議事項（別紙）


:佐田直人理事長
(1) まちづくり委員会 3月担当公開例会「SOYがぁ～て枝豆-キックオフ集会-」に関する件

青木征一郎委員長より2回目の上程が行われ、一部修正を前提として審議上程への動議がなされ、動議採決の全会一致をもって即時審議上程となった。
14. 討議事項
なし
15. 報告・依頼事項
(1) その他
【報告1】経営心学委員会　風間正信委員長
　　　　2月23日に行われる担当事業『千思万考』～考えに考え 考え抜け～の参加依頼があった。
【報告2】おまつり委員会　丸山司委員長
　　　　2月15日・16日に行われる長岡雪しか祭りの参加依頼があった。
【報告3】まちづくり委員会　青木征一郎委員長
　　　　2月19日に行われる長岡枝豆研究会の参加依頼があった。
【報告4】髙頭明紀夫事務局長
　　　　2月10日は事務局員不在のため、事務局が閉鎖される旨の報告があった。
16. 次回開催日の確認
日　時:平成26年 2月19日(水) 19:00～21:00
場　所:まちなかキャンパス長岡 301会議室
17. 監事講評(別紙)


:茨木和朗監事

18. 閉会宣言



:大石慶太郎専務理事
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2014年度  一般社団法人長岡青年会議所

第3回  理事会
議事録(別紙)
8. 理事長挨拶



:佐田直人理事長
　本会場で理事会を開催するのは初めてのこととなります。備品の移動や机の並べ替えなど様々な苦労があったと思いますが、より良い理事会設営ができるよう検証と議論を重ねていきましょう。総務広報委員会の皆さん、たいへんお疲れ様でした。
　長岡野菜に3品目追加されたとの日本経済新聞の記事の中で、まちづくり委員会の枝豆に関する活動が紹介されました。長岡青年会議所の活動が記事になり、そこに名前が出るというのはすばらしいことだと思います。本格的な発信はまだ先ですが、人に尋ねられたら「今まさに枝豆の研究を始めたところです。」という説明をしてください。
　前回の理事会は意見・質問が少なく残念に思いました。事前に資料を読み込んでいれば質問の一つや二つは出るものです。特定の経験豊富な理事ばかりが発言している現状には疑問を感じます。委員会で議論を重ねて上程している各委員長に失礼にならないように、理事の皆さんは、ど真ん中に立って事業をより良くするための意見・質問をしてください。
　現在、各委員会で様々な議案書を作っていると思います。私の仕事の一つである商品開発では「味見」をします。「味見」をする上で大切なことは、明確な目標を設定することです。例えば、ある店のラーメンスープを開発する場合には、その店の主な客層とそれらの層が好む味を明確にした上で「味見」をします。議案書を作る際にも、まずは対象者を明確にし、その対象者にどう変わってほしいのかを考え、それを委員会内で共有するところから始めてください。それが戦略です。戦略を明確にした上で戦術を考えていってください。

　ソチオリンピックの予選が始まりました。本日も23時よりアオーレ長岡ナカドマにてパブリックビューイングが行われます。星野純子さんの出場する女子モーグルが中継されますので、お時間のある方はご参加ください。一緒に応援しましょう。
11. 前回議事録の承認


:佐田直人理事長
(1) 第2回理事会議事録の承認に関する件

Ｏ:田中貴夫監事
　よく精査された議事録です。
Ｑ:茨木和朗監事

　議事録（別紙）で、同一議案の審議と協議が別々に記載されています。昨年は、協議から動議を経て即時審議上程された場合に、協議の項目に時系列で審議部分まで記載していたと思うのですが、本年度からこの形式を採用するということでしょうか。
Ａ:齋藤伸輔総務広報委員長

　昨年の途中から審議と協議を別々に記載しており、それをそのまま踏襲しています。

Ｏ:渡辺道郎理事

　11ページの青木征一郎委員長と13ページの佐藤直樹特別委員長の【説明】は、1回目の上程のものですので、「前回からの修正点を説明した」ではなく、「説明が行われた」と修正してください。

【採決】挙手によって行なわれた。
【採決結果】佐田直人理事長
一部修正を前提として、全会一致で承認となった。
12. 審議事項



:佐田直人理事長

【B. 一般議事】
(1) まちづくり委員会 3月担当公開例会「SOYがぁ～て枝豆-キックオフ集会-」承認に関する件
【説明】青木征一郎委員長
長岡がより活気づくような事業にしていきたいと考えています。審議での忌憚のないご意見をよろしくお願いします。
Ｑ:倉重一郎理事
　青木征一郎委員長にとっての「地域の宝」とはどんなものですか。
Ａ:青木征一郎委員長

　「地域の宝」は、まちに愛着と誇りを持てるようになり、まちの継続的な発展につながるものです。
Ｑ:倉重一郎理事

　本事業では、地域に眠っている宝を掘り起こしたいのか、それとも既にある宝を磨き上げて発信することで有効なコンテンツにしたいのか、どちらでしょうか。
Ａ:青木征一郎委員長

　既にある枝豆という宝を磨き上げて発信したいと考えています。
Ｏ:倉重一郎理事

　現時点で、なぜさほど有効なコンテンツとなっていないのかを検証し、例会の内容に落とし込んでください。
Ｑ:井上賢太理事

　本例会でレシピを紹介し、参加した企業がそれを商品化した場合には、価格設定等は企業が決めて販売を行い、長岡JCはその発信を手伝うというイメージでよろしいですか。
Ａ:青木征一郎委員長

　企業には様々な試みをしていただきたいと思いますが、長岡JCがそれを管理するとか責任を持つといったことは考えていません。

【採決】挙手にて行われた。

【採決結果】佐田直人理事長

全会一致で可決承認となった。
13. 協議事項



:佐田直人理事長
(1) まちづくり委員会 3月担当公開例会「SOYがぁ～て枝豆-キックオフ集会-」に関する件
【説明】青木征一郎委員長
事業計画書に基づいて、前回からの修正点を説明した。

【補足】諏方浩二室長

本例会を行うことにより、一人ひとりが広告塔として枝豆を通じて長岡の魅力を発信できるように、私たち長岡JCメンバーもマスコミを含む関係諸団体も同じスタートラインに立つことができるようにと考えています。忌憚のないご意見をお願いします。
Ｏ:杉本良輔理事

　タイムスケジュールにアンケートを記入する時間を設けてはいかがでしょうか。
Ａ:青木征一郎委員長

　外部参加者が退場する前にアンケート記入の時間を設けます。
Ｑ:杉本良輔理事

　議事録や事業計画書の「ＱＡ」の表記は、は全角文字によるのが正しいのですか。

Ａ:齋藤伸輔総務広報委員長

　委員会内で議論した結果、本年度のフォーマットにおいては全角文字を採用しています。

Ｏ:杉本良輔理事

　事業計画書の「ＱＡ」の表記を全角文字に修正してください。
Ａ:青木征一郎委員長

　修正します。

Ｏ:高橋渉理事

　外部向けアンケートの書体を統一してください。
Ａ:青木征一郎委員長

　統一します。

Ｏ:竹樋直也理事

　これから2回の枝豆研究会を経て、その内容も含めて3月17日の本例会で発表することになりますが、しっかりと関係諸団体との意識の共有を図ってください。
Ａ:青木征一郎委員長

　関係諸団体のコンセンサスが得られるよう議論を重ねていきます。
Ｏ:野村紘二理事

　「9.　本年の工夫と期待される効果」の①に「まちづくり委員会が取り組む通年事業の取り組みの発表」とありますが「取り組み」が重なっていますので修正してください。
Ａ:青木征一郎委員長

　「まちづくり委員会が取り組む通年事業の発表」と修正します。
Ｏ:白瀬辰次理事
　垂れ幕が地味なので、もっと色を増やすなどしてはいかがでしょうか。
Ａ:青木征一郎委員長

　シンプルにこの形でいきたいと考えています。
Ｑ:大谷実理事

　プレスリリースに使用されている写真の著作権は確認しましたか。

Ａ:青木征一郎委員長
　同様のイメージの写真を撮り直して差し替えます。
Ｏ:大谷実理事

　プレスリリースの日付が2013年になっているので修正してください。
Ａ:青木征一郎委員長

　修正します。
Ｑ:倉重一郎理事

　垂れ幕はイメージとのことですが、審議対象資料のイメージと実際にできあがったものの差異は、どの程度許容されますか。
Ａ:佐田直人理事長

　審議対象資料ですので、原則として変更せずにイメージのまま踏襲すべきです。

Ｑ:大宮丈範理事

　事業目的(対内)の中の「新たな地域の宝」は複数挙げますか。
Ａ:青木征一郎委員長

　枝豆のみでいきます。
Ｏ:大宮丈範理事

　会場レイアウトでコメンテーターの数が4名になっているのを3名に修正してください。
Ａ:青木征一郎委員長

　修正します。

Ｑ:井上賢太理事

　関係諸団体リストに記載のない団体等にはお声掛けしないのですか。
Ａ:青木征一郎委員長
　リストにない団体等にも可能な限りお声掛けしていきたいと考えています。
Ｑ:渡辺道郎理事

　枝豆研究会は枝豆の魅力を研究し、その発信の手法等については研究しないのですか。
Ａ:青木征一郎委員長
　発信はまちづくり委員会が中心になって行います。
Ｏ:渡辺道郎理事
　発信について外部から提案や意見があれば、受け入れてより良いものにしてください。

Ｏ:渡辺道郎理事

　ロードマップに「通念」「プレスリリーズ」と誤字がありますので修正願います。

Ａ:青木征一郎委員長

　「通年」「プレスリリース」に修正します。
Ｏ:山崎嘉平太委員長

　アンケートに回答の理由や意見を書く欄を設けてはいかがでしょうか。
Ａ:青木征一郎委員長
　修正します。
Ｏ:高野雅之理事

　役割分担表に休会した竹内剛君と西脇直人君の名前があるので削除してください。

Ａ:青木征一郎委員長

　削除します。

Ｑ:高野雅之理事

　休会者が抜けた分の他のメンバーの負担増にどう対処しますか。
Ａ:青木征一郎委員長
　改めて分担を見直し、特定のメンバーの負担が大きく増すことがないようにします。
Ｑ:高野雅之理事

　「まちづくり委員会の今年度の取り組み発表」の具体的な中身は決まっていますか。
Ａ:青木征一郎委員長

　次回理事会で「発信編」を上程し、その内容の一部を本例会で発表したいと考えています。具体的には、枝豆を発信するための象徴となるキャラクターの候補等を発表したいと思います。
Ｑ:竹中進介理事

　キャラクターの制作に予算は必要ないのですか。
Ａ:青木征一郎委員長

　「発信編」で計上しますので、本例会の予算には計上していません。
Ｏ:竹中進介理事

　外部参加者の前で発表するのなら、その具体的な内容を決めて事業計画書に落とし込んでください。

【休憩動議】桑原望委員長
10分間の休憩の動議がなされた。
【セコンド】難波俊輔委員長
【採決】挙手にて行われた。

【採決結果】佐田直人理事長

賛成34票、白紙1票、よって賛成多数で可決承認された。
【補足】諏方浩二室長

　　「発信編」も同時に進行しています。本例会はまちづくりに枝豆をどう活用していくかという取り組みの発表の場となります。本例会において、ロードマップを中心にこの活動を周知していく中で、今後理事会での「発信編」上程において皆様から審議いただいた内容について、具体的に発表することになります。
【補足】今井進太郎副理事長

　　本例会で発表する内容として、現時点ではロードマップに基づいて今後このような活動をしていきますという程度の話しかできません。もし、「発信編」の内容の中で本例会までに理事会において承認されるものがあれば、それについても発表するということです。
Ｏ:竹中進介理事
　次回理事会に「発信編」が上程されるのを楽しみにお待ちしています。
Ｑ:長谷川啓理事

　ロードマップには「共感・長岡への愛着そして誇りの醸成」という言葉が散見されます。事業目的(対内)(対外)いずれにも「共感」だけを使い、「長岡への愛着」「誇りの醸成」を使わなかった理由を教えてください。
Ａ:青木征一郎委員長

　本例会は発信するためのスタートラインに立つことを目的としています。発信した結果どうなっていきたいかは「発信編」の目的に掲げさせていただきます。
Ｑ:池田治理事

　関係諸団体リストにない方々にもお声掛けするとのことですが、会場の収容能力を超える人数から参加申し込みがあった場合、どのように対応しますか。

Ａ:青木征一郎委員長
　現在の会場レイアウトより椅子の間隔を詰めるなどして、なるべく多くの方に参加いただけるようにします。
Ｑ:池田治理事

　本例会で提供するスイーツに使用する枝豆は長岡産のものでしょうか。

Ａ:青木征一郎委員長

　長岡産の冷凍ものです。

Ｏ:池田治理事

　事業計画書のＱＡの語尾を統一してください。
Ａ:青木征一郎委員長

　修正します。

Ｑ:杉本良輔理事

　日本経済新聞に掲載された記事には「全国でPR活動」「他の長岡野菜についても情報発信を進める」等、理事会で承認されていない「発信編」に含まれるであろう内容が記載されています。記事が掲載された経緯を教えてください。
Ａ:青木征一郎委員長

　長岡野菜ブランド協会の鈴木圭介会長にお願いし、新長岡野菜発表会の場でPRさせていただきました。記事の内容には私の発言を拡大解釈した部分があります。
Ｑ:杉本良輔理事

　記事内容を事前に確認する必要はないのでしょうか。

Ａ:大石慶太郎専務理事

　報道機関が事前に記事内容の確認をしてくることはまずありません。また、こちらから記事内容を確認し修正を求めるということも、報道の自由を制限することになるため、難しいと思います。
Ｑ:風間正信委員長

　他の地域の宝ができた経緯やそれがどのようにまちづくりに役立ったかという発表はありますか。
Ａ:青木征一郎委員長

　実施内容の「① まちづくり委員会の想い」の中でご説明したいと考えています。
【審議動議】池田治理事

審議への動議がなされた。

【セコンド】倉重一郎理事

【動議採決】挙手にて行われた。

【採決結果】佐田直人理事長

一部修正を前提として、全会一致で可決され、即時審議上程することとなった。

17. 監事講評



:茨木和朗監事

　3名の休会が承認されました。たいへん残念ではありますが、一度体制を整え、戻ったときには周りの期待に応えられるような活動をしていただきたいと思います。
　2名の入会が承認されました。次回も入会の議案が上がるように頑張ってください。
　理事長挨拶の中で、前回は意見・質問があまり出なかったとありましたが、背景・目的等に関しては、もう少し議論を深められたのではないかと思います。後出しにならず1回目の上程から根本の部分を掘り下げていけるよう積極的に意見・質問をしてください。
　新聞の取材の対応には難しいところがあります。記者はある程度答えを用意して質問してきます。掲載前の記事内容の確認もありませんので、よくよく注意をしないと事実と異なる内容が掲載されてしまうこともあります。メディアリテラシーについてのセミナーに参加して勉強したり、プレスリリースを活用するなどして問題が起こらないように気を付けていただきたいと思います。
　今後もJC活動は続いていきます。委員会・理事会・総会と、本日のように活発に議論してください。
以上
5

